
 

 

 

 

 

 

 

                                          

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

心配な時には、専門機関に相談してみましょう。 

 

・仙台市北部発達相談支援センター（北部アーチル） 

         ℡（０２２）３７５－０１８２ 

・仙台市南部発達相談支援センター（南部アーチル） 

         ℡（０２２）２４７－３８５２ 

・宮城県医師会ヒヤリングセンター 

         ℡（０２２）２２７－４４１１ 

 

 

言葉に関して 

  心配なこと 

 言葉がスムーズに出てこなかった

り、うまく聞き取れないなど「うち

の子、大丈夫かしら？」と心配する

ことはありませんか。そんな時は、

あせらず次のような対応をしてみま

しょう。 

全―５ 

保育者からの 

メッセージ 

とっておきの子育ての話 

平成１８年１月編集・発行 

平成２１年１月改訂 

平成２４年９月改訂 

令和 ７年３月改訂 

仙台市こども若者局 

幼稚園・保育部 運営支援課 

 

 



  うまく言葉が出てこないみたいで・・・心配だわ !          発音がうまくできない・・・   

     

 

                                           

                                      

 

 

 

 

 

★吃音といわれる状態で“話し方のくせ”のようなものです。 

  大人の接し方が原因ではなく、こどもの体質によるものとされています。 

話す場面や時期によって出たり出なかったりします。 

★吃音が出た時に、大人が一喜一憂しないことが大切です。     

 ★こどもの話を最後まで聞いて一呼吸おいてからゆっくりと話しかけ 

ましょう。そうすることで、こどもも“聞いてもらえている” 

“ゆっくり話していいんだな”と安心します。 

 

 

  

 

 

 

「ぼ、ぼ、ぼくね」 

「ぼーーーーく」

ね」 

「てんてい」（せんせい） 

「おたーたん」（おかあさん） 

吃音の症状は波があることもあります。発音が完成する時期にも個

人差があります。吃音が続いている場合や、発音の誤りが心配な時、

周りの人が話し方に気付いてくる頃（年中～年長）には、専門機関

に相談する方法もあります。（裏面に紹介しています。） 

「き、き、きのう」 

「きーーーのう」 

「・・・・・っきのう」 
「おたーたんと いっとに 

しゃたな みたの」 

（おかあさんと いっしょに 

さかな みたの） 

★言い直しをさせたりせず、大人が「せんせいね？」「おかあ

さんといっしょにさかなみたのよね（みたんだね）」と復唱

し、こどもが正しい音を聞く機会を作ることが大切です。 

★こどもの話す意欲を大切にし、相づちをうったり、最後ま

で話を聞いて、“話してよかった”“伝わってうれしい”と

感じられるようにするといいですね。 

 本人の声 

✿真似されたり、笑われたりするから話したくなくなる。。。 

✿話し終わるまで待ってもらえない。 

✿“ゆっくり話していいよ”“落ち着いて”“ふざけないで”と 

言われるけど、ふざけているわけではないのにな。急いで 

いるつもりじゃないのに。 

 


